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T E L  0 4 8 ( 7 3 4 ) 7 6 6 0 榎本明覚

●蝋梅(ロウバイ)●

新春に香り高い黄色の花を咲かせる蝋梅。雪が降る季節に咲く

( 梅 、 蝋 梅 、 水 仙 、 山 茶 花 ) の ひ と つ 。

蝋梅や 雪うち透す 枝のたけ (芥川龍之介)
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[ 2 0 2 工 ( 令 和 3 ) 年 新 年 号 通 刊 5 5 4 号 ]

定
例
法
座
傭
一
H

於
善

巧
寺
本
堂

月
十
一
日
(
月
)
午
後
二
時

し

ん

し

ゅ

ん

は

つ

お

ざ

『
新
春
初
御
座
』

み
ほ
と
け
会
月
例
会

誉
置
プ
ー
ァ
ィ
ぶ
コ
さ
虚
|
コ
つ
「
ロ
』
m
n
叫
-
兼

N
ロ
ロ
皿
ミ
ー
一
丁
》
コ
一
r
u

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
新
年
号
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
「
一
一
○

一
一
○
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
ね
。
世
界
各
国
か

ら
様
々
な
方
が
お
見
え
に
な
り
、
草
の
根
の
国
際
交
流
も

盛
ん
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
止
ま
る
事
を
知
ら
ず
、

本
当
に
「
諸
行
無
常
」
の
世
界
で
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ

報

う
し
た
世
界
に
あ
っ
て
先
人
方
は
、
苦
難
を
耐
え
忍
び
勇

寺
気
を
ふ
り
絞
り
、
智
慧
を
掲
げ
て
、
子
孫
を
守
り
育
て
て

き

ま

し

た

。

そ

れ

も

ま

た

ロ

人
類
の
歴
史
で
あ
り
ま
し
ょ

う

。

そ

の

末

裔

が

、

今

こ

こ

番

号

に
あ
る
私
た
ち
な
の
で
す
。

ナ虐簾

感
染
対
策
の
た
め
、
常
換
気

ノ
割
武
里
バ

春
日

イ
ゞノ

ス

刊

を

し

て

お

り

ま

す

。

ど

う

ぞ

暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

谷・北千住

東武動物公園

東
武
線

下ノ

分駅

「
智
慧
の
念
仏
」

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

末

す

。

旧

年

中

は

大

変

お

世

話

に

な

り

末

し

た

。

本
年
も
、

イ
コ
タ
ー
ネ
ッ
ト

在

用

い

て

の

リ

モ

ー

ト

ご

法

話

会

を

中

心

に

活

動

い

た

し

ま

す

の

で

ど

う

ぞ

お

気

軽

に

ご

参

加

下

さ

い

。

開
催
日
時

第

一

、

第

三

木

曜

日

参

加

ご

希

望

の

方

は

、

午
後
八
時
～
九
時

j
e
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f
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@
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o
m

ま
で
、

メ

ー

ル

を

送

信

願

い

ま

す
。

開

催

当

日

夕

方

に

招

待
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
末
す
の
で
、
開
催
場
所
C
刀
[
を

ク
リ
ッ
ク
、

パ

ス

ワ

ー

ド

在

入

力

し

て

ご

入

室

下

さ

い

。
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命
令
春
日
部
だ
よ
り
命
令

[ 2 0 2 1 ( 令 和 3 ) 年 新 年 号 通 刊 5 5 4 号 ]

⑬
年
が
明
け
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
さ
れ
る
方
、
入
院
さ
れ
る
方
の

増
加
が
、
特
に
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
首
都

圏
で
止
ま
り
ま
せ
ん
。
毎
日
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ

で
う
ん
ざ
り
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
今

一
度
、
ご
自
身
の
感
染
対
策
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
し
ま
す
。

◎
同
居
家
族
以
外
の
方
と
の
お
し
ゃ
べ
り

(
特
に
一
緒
に
ご
飯
食
べ
る
時
)
は
、
必
ず
マ

ス
ク
を
槌
用
し
て
か
ら
。
帰
宅
後
は
入
念
に

手
洗
い
(
手
荒
れ
対
策
に
手
洗
い
唆
は
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
等
を
塗
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
)
。
寒
い
日
で
も
定
期
的
な
換
気
ぎ
心

報

が
け
る
(
身
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
一
枚

多
く
槌
て
)
。
体
調
不
良
の
時
は
外
出
・
出

寺

勤
・
登
校
し
な
い
。
以
上
の
対
策
に
落
ち
度

が
な
い
か
ど
う
か
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
前
例
の
な
い
事
態
に
は
、
高
名
な
教
授
や

番

先
生
方
も
偏
っ
た
デ
ー
タ
を
元
に
、
自
説
を

展
開
す
る
事
が
多
い
よ
う
で
す
。
肩
書
に
騙

刊

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
無
批
判
に
信
じ
込
ん
で
、

過
度
な
心
配
を
し
た
り
、
逆
に
感
染
防
護
を

月

疎
か
に
し
た
り
す
る
事
が
な
い
よ
う
淡
々

と
平
静
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
仏
教
は
常
に
「
智
慧
」
を
饅
も
重
く
見
ま

す
。
智
慧
を
得
る
に
は
、
き
め
細
や
か
に
観

察
ぎ
せ
よ
、
と
言
う
の
が
仏
教
の
基
本
中
の

基
本
に
な
り
ま
す
。
感
情
に
流
さ
れ
る
事
な

く
、
情
報
は
よ
く
よ
く
精
査
し
て
一
喜
一
憂

す
る
事
な
く
、
他
人
に
飛
沫
を
吸
い
込
ま
せ

な
い
・
他
人
の
飛
沫
香
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
、

誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
(
し
か
し
遵
守
す

8

る
事
は
難
し
い
)
感
染
対
策
を
槌
実
に
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
住
職
も
お
寺
も
引
き
続

き
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
十
一
一
月
の
定
例
法
座
で
開
催
し
た
バ
ザ

ー
の
売
り
上
げ
は
七
千
]
ハ
百
円
、
ダ
ー
ナ
ワ

I
ル
ド
ピ
ー
ス
募
金
箱
の
千
一
一
百
円
、
合
計

八
千
八
百
円
を
「
子
供
の
笑
顔
の
た
め
に
募

金
」
に
ま
こ
と
仏
教
婦
人
会
・
ぜ
ん
ぎ
ょ
う

仏
教
壮
年
会
名
義
で
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

募
金
は
子
ど
も
食
堂
運
営
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
初
御
座
に
お
い
て
も
ミ
一
一
ミ
一
一
バ
ザ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
(
二
〇
二
一
)
年

年
回
法
要
表

回
忌

亡
く
な
ら
れ
た
年

一
周
忌
令
和
二
年

三

回

平
成
三
十
一
年

令
和
元
年

七

回

忌

平

成

二

十

七

年

十
三
回
忌

平
成
二
十
一
年

十
七
回
忌

平
成
十
七
年

二
十
五
回
忌

平
成
九
年

三
十
三
回
芒
噌
昭
和
六
十
四
年

平
成
元
年

五
十
回
忌

昭
和
四
十
七
年

百
回
忌

大
正
十
一
年

※

地

域

に

よ

っ

て

は

二

十

三

回

忌

、

二

十

七

回

も

を

お

勤

め

す

る

所

も

あ

り

ま

す

。

※

ご

法

事

を

お

勤

め

さ

れ

る

際

は

、

お

早

め

に

番

巧

寺

ま

で

ご

連

絡

下

さ

い

。


